
優良賞

奨励賞

直進駆動ユニット「ライナーユニット」
三
共
製
作
所

　
三
共
製
作
所
は
重
量
物
を

高
速
で
長
距
離
搬
送
で
き
る

直
進
駆
動
装
置
「
ラ
イ
ナ
ー

ユ
ニ
ッ
ト
」
を
開
発
し
た
。

軸
に
対
し
て
回
転
す
る
ロ
ー

ラ
ー
ギ
ヤ
カ
ム
機
構
で
動
く

た
め
、
慣
性
力
の
影
響
を
受

け
に
く
く
、
高
精
度
な
動
作

が
可
能
。
プ
レ
ス
装
置
の
材

料
搬
送
や
ロ
ボ
ッ
ト
、
ワ
ー

ク
の
移
動
向
け
な
ど
次
世
代

の
直
進
搬
送
装
置
と
し
て
幅

広
い
利
用
を
見
込
む
。

　
毎
分
２
０
０

以
上
の
高

速
走
行
が
可
能
。
モ
ー
タ
ー

出
力
０
・

で
駆
動
す

る
と
重
さ
３
０
０

の
ワ

ー
ク
を
３
・
５
秒
で
４

搬

送
で
き
る
。
自
社
開
発
の
高

剛
性
ロ
ー
ラ
ー
に
よ
る
転
が

り
伝
達
の
た
め
、
摩
耗
が
少

な
く
高
い
精
度
を
維
持
で
き

る
。
初
期
繰
り
返
し
精
度
４

マ
イ
ク
ロ
は
１
０
０

万
分
の
１

で
１
万

走

行
テ
ス
ト
後
も
同
５

を

実
現
。
レ
ー
ル
を
増
設
す
れ

ば
長
距
離
移
動
に
も
対
応
す

る
。

　

東
京
都
北
区
、
０
３
・

３
８
０
０
・
３
３
３
０

新型センサーを使った疲労・ストレス測定システム
疲
労
科
学
研
究
所

　
慢
性
疲
労
を
訴
え
る
人
が

増
え
て
い
る
一
方
、
自
覚
の

な
い
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
障
害

予
備
軍
や
体
調
不
良
を
隠
す

人
も
多
い
。
疲

労
科
学
研
究
所

の
シ
ス
テ
ム

「
Ｖ
Ｍ
３
０

２
」
は
、
自
律

神
経
の
状
態
か

ら
数
値
的
に
疲

労
・
ス
ト
レ
ス

を
測
定
す
る
。

心
電
波
と
脈
波

の
２
種
類
の
デ

ー
タ
を
取
得
す
る
た
め
、
よ

り
正
確
に
判
定
が
で
き
る
。

　
左
右
の
指
先
を
セ
ン
サ
ー

部
に
乗
せ
、
左
指
先
の
血
流

か
ら
脈
波
を
、
両
指
の
電
位

差
か
ら
心
電
波
を
測
定
。
交

感
神
経
と
副
交
感
神
経
の
バ

ラ
ン
ス
か
ら
総
合
評
価
と
対

応
策
の
コ
メ
ン
ト
を
表
示
す

る
。
価
格
は
解
析
ソ
フ
ト
と

合
わ
せ
る
と
約
１
３
０
万

円
。
医
療
機
器
の
承
認
を
取

得
し
て
お
り
、
診
療
所
な
ど

で
導
入
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

大
阪
市
淀
川
区
、
０
６

・
６
３
０
８
・
１
１
９
０

ブランチブロック
キ
ッ
コ
ウ
・
ジ
ャ
パ
ン

　
キ
ッ
コ
ウ
・
ジ
ャ
パ
ン
の

「
ブ
ラ
ン
チ
ブ
ロ
ッ
ク
」

は
、
特
殊
形
状
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
石
積
み
の

要
領
で
積
層
す
る
こ
と
で
、

河
川
護
岸
や
盛
土
擁
壁
に
利

用
す
る
。
ブ
ロ
ッ

ク
の
隙
間
に
は
施

工
現
場
付
近
に
あ

る
土
石
を
埋
め
込

む
こ
と
で
資
材
運

搬
の
手
間
を
省
く

こ
と
が
で
き
る
。

土
石
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
り
隙
間
か

ら
水
を
通
し
な
が

ら
土
砂
の
み
食
い
止
め
る
。

ブ
ロ
ッ
ク
間
の
隙
間
は
動
植

物
が
侵
入
で
き
る
た
め
生
態

系
を
維
持
で
き
、
植
物
の
根

の
広
が
り
に
よ
っ
て
強
度
も

増
す
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
塗
り
固

め
る
護
岸
工
事
は
安
価
で
迅

速
な
工
事
が
可
能
だ
が
、
生

態
系
を
破
損
す
る
な
ど
課
題

も
多
い
。
自
然
と
都
市
の
双

方
を
守
る
と
い
う
独
自
の
工

法
は
、
新
た
な
土
木
工
事
技

術
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

山
口
県
美
祢
市
、
０
８

３
７
・
５
８
・
０
１
５
１

衝突トラブルを解消！「ＦＦミラー通路円柱用」
コ
ミ
ー

　
コ
ミ
ー
の
「
Ｆ
Ｆ
ミ
ラ
ー

通
路
　
円
柱
用
」
は
駅
構
内

の
円
柱
な
ど
に
設
置
す
る
ミ

ラ
ー
。近
年
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
閲
覧
し
た
り
操
作
し
た

り
し
な
が
ら
歩
く
「
歩
き
ス

マ
ホ
と
、歩
き
ス
マ
ホ
に
よ

る
事
故
が
社
会
問
題
化
し
て

い
る
。
駅
構
内
の
死
角
を
な

く
し
、
乗
客
同
士
の
衝
突
や

線
路
内
へ
の
転
落
を
防
ぐ
。

　
同
社
従
来
品
の
衝
突
防
止

ミ
ラ
ー
は
、
円
柱
な
ど
に
巻

き
付
け
る
と
像
に
歪
み
が
生

じ
る
た
め
、
平
ら
な
壁
面
の

あ
る
場
所
に
し
か
取
り
付
け

ら
れ
な
か
っ
た
。
新
製
品

は
、
反
射
層
に
特
殊
な
加
工

を
施
す
こ
と
で
、
円
柱
に
巻

き
付
け
て
も
、
映
る
像
の
縦

横
比
が
ほ
ぼ
１
対
１
と
な

る
。
ミ
ラ
ー
の
厚
さ
を
薄
く

す
る
こ
と
で
、
円
柱
に
巻
き

付
け
て
も
邪
魔
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
た
。

　

埼
玉
県
川
口
市
、
０
４

８
・
２
５
０
・
５
３
１
１

静電容量式押圧検知センサー「ＶｅｃｔｏｒＰａｄ」
ア
ッ
プ
サ
イ
ド

　
ア
ッ
プ
サ
イ
ド
の
静
電
容

量
式
押
圧
検
知
セ
ン
サ
ー

「
Ｖ
ｅ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
　
Ｐ
ａ
ｄ

ベ
ク
タ
ー
　
パ
ッ
ド

」

は
六
つ
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
入

力
が
可
能
な
ア
ナ
ロ
グ
方
式

の
入
力
デ
バ
イ
ス
。
携
帯
電

話
の
メ
ニ
ュ
ー
操
作
、
リ
モ

コ
ン
に
よ
る
番
組
表
、
コ
ン

テ
ン
ツ
の
高
速
ス
ク
ロ
ー
ル

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
入
力
機
器

に
対
応
す
る
。
す
で
に
携
帯

電
話
、
リ
モ
コ
ン
な
ど
に
搭

載
さ
れ
、
実
績
を
挙
げ
て
い

る
。

　
押
圧
に
よ
り
変
化
す
る
静

電
容
量
を
ア
ナ
ロ
グ
デ
ー
タ

で
出
力
す
る
。
セ
ン
サ

ー
、
Ｉ
Ｃ
、
回
路
の
最

適
化
に
よ
り
タ
ッ
チ
パ

ッ
ド
や
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ

ッ
ク
に
比
べ
消
費
電
力

が
少
な
く
、
防
水
機
器

に
も
搭
載
で
き
る
。
今

後
、
自
動
車
の
ス
テ
ア

リ
ン
グ
ス
イ
ッ
チ
な
ど

幅
広
い
用
途
に
展
開
し

て
い
く
。

　

東
京
都
中
央
区
、

０
３
・
５
６
１
４
・
７

５
９
０

セル・クレストファスナーＳＫ３０
セ
ル
ジ
ャ
パ
ン

　
セ
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
「
セ
ル

・
ク
レ
ス
ト
フ
ァ
ス
ナ
ー
Ｓ

Ｋ

」
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
基
板
装
着
用
の
精
密
ケ
ー

ス
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。
複

数
の
組
込
板
金
を
固
定
す
る

際
、
微
妙
な
ズ
レ
が
生
じ
て

最
後
の
１
カ
所
が

締
ま
ら
ず
に
破
損

し
て
し
ま
う
の
を

防
ぐ
。
「
高
品
質

な
製
品
を
顧
客
に

届
け
た
い
こ
だ
わ

り
を
持
つ
メ
ー
カ

ー
を
中
心
に
支
持

さ
れ
て
い
る
」

小
林
保
信
社

長

。

　
組
ネ
ジ
は
「
ツ
マ
ミ
」

「
リ
テ
ー
ナ
ー
」
「
ス
プ
リ

ン
グ
」
「
ボ
ル
ト
」
で
構

成
。
プ
レ
ス
圧
入
し
て
、
基

板
に
組
み
込
む
。

　
ネ
ジ
頭
部
が
０
・
５

ス
ラ
イ
ド
す
る
た
め
、
ネ
ジ

部
の
カ
ジ
リ
な
く
締
め
ら
れ

る
。
圧
入
部
に
ハ
イ
マ
ン
ガ

ン
ニ
ッ
ケ
ル
ス
テ
ン
レ
ス
を

採
用
し
、
板
金
の
材
質
を
選

ば
ず
使
用
で
き
る
。
日
本
国

内
で
初
め
て
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ｇ
規

格
に
適
合
し
て
い
る
。

　

東
京
都
港
区
、
０
３
・

３
４
５
１
・
５
９
８
１

粉体殺菌装置「ソニックステラ」
フ
ジ
ワ
ラ
テ
ク
ノ
ア
ー
ト

　
フ
ジ
ワ
ラ
テ
ク
ノ
ア
ー
ト

は
、粉
体
殺
菌
装
置
Ｓ
ｏ
ｎ

ｉ
ｃ
　
Ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ａ

ソ
ニ

ッ
ク
ス
テ
ラ

を
開
発
し

た
。加
圧
水
蒸
気
を
活
用
し
、

食
品
や
化
粧
品
、
医
薬
品
な

ど
の
粉
体
原
料
の
表
面
を
加

熱
し
て
連
続
殺
菌
す
る
。

　
原
料
に
付
着
し
て
い
る
一

般
生
菌
や
耐
熱
性
菌
、
大
腸

菌
な
ど
の
細
胞
中
の
水
分
を

所
定
の
加
圧
下
で
加
熱
し
、

大
気
中
に
瞬
時
に
放
出
す

る
。
一
気
に
放
出
す
る
こ
と

で
菌
の
細
胞
中
の
水
分
を
急

激
沸
騰
さ
せ
、
組
織
破
壊
し

て
死
滅
さ
せ
る
仕
組
み
。

　
殺
菌
さ
れ
た
原
料
は
冷
却

管
内
に
入
り
、
あ
ら
か
じ
め

温
度
調
節
さ
れ
た
エ
ア
で
冷

却
さ
れ
る
と
と
も
に

空
気
輸
送
さ
れ
る
。

加
熱
時
間
が
約
０
・

２
秒
と
短
い
た
め
、

粉
体
原
料
に
与
え
る

影
響
が
少
な
く
、
品

質
劣
化
を
極
小
化
で

き
る
。

　

岡
山
市
北
区
、

０
８
６
・
２
９
４
・

１
２
０
０

パンク激減チューブ実証実験による製品化
一
心
助
け

　
一
心
助
け
の
ロ
ー
ド
自
転

車
パ
ン
ク
激
減
チ
ュ
ー
ブ

は
、
中
に
チ
ッ
プ
化
し
た
廃

タ
イ
ヤ
な
ど
の
弾
性
粉
粒
体

が
入
っ
て
お
り
、
走
行
す
る

と
、
粉
粒
体
が
遠
心
力
で
チ

ュ
ー
ブ
の
内
壁
に
張
り
付

き
、
パ
ン
ク
を
防
ぐ
。
段
差

の
上
を
通
行
す
る
際
も
、
粉

粒
体
の
弾
力
が
働
く
。

　
粉
粒
体
の
粒
径
は
３

ほ
ど
で
、

の
車
輪
で
３

０
０

と
軽
量
。
空
気
に
よ

る
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
た
め
、
乗

り
心
地
は
普
通
の
自
転
車
と

変
わ
ら
な
い
。

　
従
来
、
パ
ン
ク
を
防
ぐ
製

品
に
は
樹
脂
製
チ
ュ
ー
ブ
な

ど
が
あ
っ
た
が
、
使
い
勝
手

や
コ
ス
ト
面
で
課
題
が
あ
っ

た
。
一
部
の
大
学
な
ど
が
導

入
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て

お
り
、
鈴
木
英
雄
社
長
は

「
一
度
使
っ
て
も
ら
っ
て
製

品
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
し
て
い
る
。

　

千
葉
県
柏
市
、
０
４
・

７
１
３
２
・
２
４
１
５

液状化調査に対応した簡易で新しい地盤調査技術
ラ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト

　
ラ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
は
設
計

室
ソ
イ
ル
と
共
同
で
、
地
面

に
掘
っ
た
穴
に
差
し
込
ん
で

土
壌
を
採
取
し
、
地
盤
が
液

状
化
し
や
す
い
か
を
判
定
で

き
る
器
具
「
ソ
イ
ル
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
」
を
開
発
し
た
。
最

大

の
深
さ
の
地
盤
に
対

し
１

刻
み
で
各
層
の
土
壌

の
成
分
を
調
べ
ら
れ
る
。
各

層
ご
と
の
土
壌
を
同
時
に
採

取
し
分
析
す
る
こ
と
で
、
土

壌
に
含
ま
れ
る
粒
径
が
大
き

な
砂
と
粒
径
が
小
さ
な
粘
土

の
比
率
を
計
算
し
液
状
化
の

し
や
す
さ
を
判
定
す
る
。

　
住
宅
建
築
の
地
盤
調
査
に

は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ

Ｓ
Ｗ
Ｓ

試
験

と
呼
ば
れ
る
手
法
で
地
面
に

穴
を
あ
け
土
壌
の
硬
さ
を
測

る
手
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る

が
、
液
状
化
調
査
は
で
き
な

か
っ
た
。
同
器
具
を
利
用
し

た
手
法
に
よ
り
、
Ｓ
Ｗ
Ｓ
試

験
で
か
か
る
費
用
に
加
え
２

万
―
４
万
円
で
液
状
化
調
査

ま
で
行
え
る
と
み
て
い
る
。

　

東
京
都
大
田
区
、
０
３

・
５
７
０
０
・
４
６
０
０

救助訓練用特殊人形「オビツボディタフネス」
オ
ビ
ツ
製
作
所

　
オ
ビ
ツ
製
作
所
の
救
助
訓

練
用
マ
ネ
キ
ン
は
、
脱
力
状

態
の
人
間
を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
つ
り
上
げ
る
と
い
っ
た
高

度
な
訓
練
に
対
応
し
た
製

品
。
実
際
の
人
体
各
部
の
重

量
バ
ラ
ン
ス
を
模
し
、
四
肢

の

個
の
間
接
と
頸
、
腹
部

け
い

の

カ
所
が
自
由
に
曲
が
る

た
め
、
被
災
者
の
複
雑
な
体

位
を
再
現
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
マ
ネ
キ
ン
は
軟
鋼
製
の
芯

材
と
軟
質
Ｐ
Ｖ
Ｃ
製
の
外
皮

の
間
の
軟
質
発
泡
ウ
レ
タ
ン

で
構
成
。
芯
材
と
外
皮
、
ウ

レ
タ
ン
を
一
体
化
す
る
製
造

法
は
、
同
社
が
長
年
の
玩
具

製
造
で
培
っ
た
技
術
を
応
用

し
た
。
従
来
、
国
内
で
多
く

使
わ
れ
て
き
た
海
外
製
の
訓

練
用
マ
ネ
キ
ン
と
異
な
り
、

破
損
時
に
も
容
易
に
修
理
が

可
能
で
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が

図
れ
る
。
消
防
庁
な

ど
を
中
心
に
納
入
を

進
め
て
い
く
。

　

東
京
都
葛
飾

区
、
０
３
・
３
６
０

０
・
２
５
６
１

燃焼促進器
イ
ー
コ
ン
セ
プ
ト

　
イ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
は
燃
焼

促
進
器
を
商
品
化
し
た
。
家

庭
用
卓
上
ガ
ス
コ
ン
ロ
で
、

鍋
な
ど
の
加
熱
容
器
を
底
か

ら
支
え
る
五
徳
と
し
て

利
用
す
る
。
既
存
の
五

徳
と
置
き
換
え
る
と
、

中
火
で
強
火
と
同
じ
火

力
を
維
持
。
調
理
時
間

を
半
分
程
度
に
短
縮

し
、
省
エ
ネ
と
な
る
。

　
燃
焼
促
進
器
は
円

形
。
連
結
板
を
挟
ん
で

下
部
に
旋
回
流
入
口
と

上
部
に
旋
回
流
出
口
を

設
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
ガ
ス

バ
ー
ナ
ー
の
炎
の
中
に
空
気

を
安
定
的
に
供
給
す
る
。
炎

を
筒
状
に
し
て
旋
回
さ
せ
る

渦
流
炎
を
つ
く
る
こ
と
で
、

風
が
吹
い
て
も
炎
の
中
心
軸

が
ぶ
れ
ず
燃
焼
効
率
が
高
ま

る
。

　
容
器
を
支
え
る
機
能
し
か

な
か
っ
た
五
徳
の
付
加
価
値

を
高
め
た
こ
と
で
、
業
務
用

ガ
ス
コ
ン
ロ
へ
の
採
用
や
木

質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
へ
の

応
用
を
視
野
に
入
れ
る
。

　

大
分
県
臼
杵
市
、
０
９

７
２
・
６
３
・
７
５
２
５

プロトタイピングツール「ＨＯＴＭＯＣＫ」
ホ
ロ
ン
ク
リ
エ
イ
ト

　
ホ
ロ
ン
ク
リ
エ
イ
ト
の
プ

ロ
ト
タ
イ
ピ
ン
グ
ツ
ー
ル

「
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」
は
要

求
仕
様
作
成
な
ど
組
み
込
み

機
器
開
発
の
上
流
工
程
で
の

ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
ー
開
発
に

お
け
る
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
プ
ロ

ト
タ
イ
ピ
ン
グ

電
子
試

作

専
門
ツ
ー
ル
と
し
て
開

発
し
た
。

　
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ー
ス

Ｕ
Ｉ

な
ど
の
開
発

人
材
確
保
や
外
部
発
注
が
難

し
い
小
中
規
模
の
組
み
込
み

機
器
を
開
発
す
る
メ
ー
カ
ー

向
け
で
、
回
路
設
計
知
識
や

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
能
力
を
問

わ
ず
、
イ
メ
ー
ジ
す
る
操
作

性
を
す
ぐ
に
作
成
、
体
験
、

共
有
で
き
る
。

　
初
期
段
階
の
試
作
期
間
を

短
縮
、
思
考
と
繰
り
返
し
検

証
の
時
間
を
プ
ロ
ト
タ
イ
プ

に
共
有
で
き
、
組
み
込
み
機

器
の
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
ー
開

発
精
度
と
開
発
速
度
の
向
上

や
新
た
な
体
験
づ
く
り
を
低

コ
ス
ト
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

横
浜
市
港
北
区
、
０
４

５
・
４
７
５
・
３
９
０
３

ハミングクリーマー
ネ
オ
山
口

　
ネ
オ
山
口
の
「
ハ
ミ
ン
グ

ク
リ
ー
マ
ー
」
は
、
シ
ャ
ワ

ー
ヘ
ッ
ド
か
ら
空
気
と
洗
剤

を
混
入
し
た
泡
状
の
温
水
を

放
出
す
る
こ
と
で
全
身
を
洗

浄
す
る
。
身
体
を
擦
る
手
間

が
不
要
の
た
め
要
介
護
者
や

障
害
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
。

　
水
圧
、
流
量
、
背
圧
に
対

応
す
る
専
用
ア
ス
ピ
レ
ー
タ

ー
に
よ
り
、
水
の
噴
流
を
利

用
し
て
気
体
を
巻
き
込
む
。

こ
こ
に
少
量
の
専
用
洗
剤
を

混
入
す
る
こ
と
で
水
、
空

気
、
洗
剤
が
混
じ
り
合
っ
た

微
細
な
泡
が
放
出
さ
れ
る
。

水
に
空
気
を
混
入
し
て
放
出

す
る
た
め
節
水
効
果
も
あ

る
。

　
同
社
調
べ
に
よ
る
と
一
般

的
な
シ
ャ
ワ
ー
は
毎
分

・

８

の
水
が
必
要
だ
が
、
同

装
置
は
同
９
・
６

と

％

の
節
水
効
果
が
あ
る
。
最
近

は
ペ
ッ
ト
洗
浄
用
に
購
入
す

る
顧
客
も
多
い
。

　

山
口
県
周
南
市
、
０
８

３
３
・
９
２
・
０
１
２
０

加圧ゲルインキボールペン「デコレーゼ」
サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス

　
サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス
の
「
デ

コ
レ
ー
ゼ
」
は
、
き
ら
き
ら

光
る
大
粒
ラ
メ
入
り
の
ゲ
ル

状
イ
ン
ク
で
、
筆
記
し
た
線

が
ぷ
っ
く
り
と
盛
り
上
が

る
。
通
常
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
だ

と
ペ
ン
先
が
滑
っ
て
筆
記
で

き
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど

の
非
吸
収
面
に
も
使
え
る
。

　
ぷ
っ
く
り
感
を
実
現
し
た

秘
訣
が
、
イ
ン
ク
の
成
分
と

け
つ

ひペ
ン
内
部
の
加
圧
機
構
。
ゲ

ル
状
イ
ン
ク
は
接
着
剤
や
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
も
は
じ
か

な
い
よ
う
に
す
る
成
分
が
配

合
し
て
あ
る
。
粘
性
の
高
い

イ
ン
ク
を
バ
ネ
で
加
圧
し
、

ペ
ン
先
を
筆
記
面
に
あ
て
る

と
イ
ン
ク
が
な
め
ら
か
に
押

し
出
さ
れ
る
仕
掛
け
だ
。

　
一
本
２
０
０
円
程
度
と
い

う
市
場
価
格
を
想
定
し
、
部

品
コ
ス
ト
も
抑
え
た
。
近
隣

地
域
の
中
小
加
工
会
社
の
協

力
も
開
発
を
支
え
た
。
も
と

も
と
は
西
村
貞
一
前
社
長

現
会
長

の
発
案
が
発
端

で
、
５
年
が
か
り
で
製
品
化

し
た
。

　

大
阪
市
中
央
区
、
０
６

・
６
９
１
０
・
８
８
０
０

液面プラズマ放電による排水処理
制
電
工
業

　
制
電
工
業
が
開
発
し
た
排

水
リ
サ
イ
ク
ル
装
置
は
、
低

濃
度
オ
ゾ
ン
と
液
面
プ
ラ
ズ

マ
放
電
を
組
み
合
わ
せ
た
促

進
酸
化
法
に
よ
り
、
汚
水
を

再
生
処
理
す
る
。
化
学
物
質

や
重
金
属
な
ど
難
分
解
性
物

質
を
含
ん
だ
排
水

に
も
対
応
し
、
コ

ス
ト
の
高
い
高
濃

度
オ
ゾ
ン
で
は
な

く
低
濃
度
オ
ゾ
ン

と
水
中
放
電
を
併

用
し
た
の
が
ポ
イ

ン
ト
だ
。

　
オ
ゾ
ン
と
排
水

を
気
液
混
合
し
、

反
応
部
で
バ
ブ
ル

を
発
生
。
反
応
容
器
上
部
の

空
間
を
利
用
し
て
プ
ラ
ズ
マ

放
電
を
発
生
さ
せ
、
効
率
よ

く
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ラ
ジ
カ
ル
を

生
成
し
、
強
力
に
酸
化
処
理

す
る
仕
組
み
だ
。
さ
ら
に
吸

着
処
理
し
排
水
の
高
度
処
理

を
行
う
。

　
用
途
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
の
洗
車
場
や
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
工
場
、
セ
メ
ン
ト
関
連
事

業
所
な
ど
。
す
で
に
車
両
整

備
工
場
の
排
水
処
理
な
ど
の

実
績
が
あ
る
。

　

島
根
県
出
雲
市
、
０
８

５
３
・
４
３
・
３
３
１
０

ヒートポンプ式食品乾燥機「ドライマン」
オ
リ
オ
ン
機
械

　
オ
リ
オ
ン
機
械
の
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
式
食
品
乾
燥
機
「
ド

ラ
イ
マ
ン
」
は
、
ド
ラ
イ
フ

ル
ー
ツ
の
製
造
や
イ
モ
な
ど

の
野
菜
乾
燥
が
手
軽
に
で
き

る
。
独
自
開
発
し
た
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
バ
ラ
ン
ス
制
御
技
術

に
よ
り
、
電
気
ヒ
ー
タ
ー
式

の
食
品
乾
燥
機
に
比
べ
て
電

力
消
費
量
は

％
削
減
、
二

酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出

量
も

％
削
減
す
る
な
ど
、

大
幅
な
省
エ
ネ
を
実
現
し

た
。

　
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
は
外
気
温

が
低
い
と
着
霜
で
連
続
運
転

で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
っ

た
が
、
ド
ラ
イ
マ
ン
は
圧
縮

モ
ー
タ
ー
や
フ
ァ
ン
モ
ー
タ

ー
な
ど
機
械
室
内
の
放
熱
を

有
効
活
用
す
る
構
造
に
よ

り
、
外
気
温
が
０
度
Ｃ
以
上

で
あ
れ
ば
、
安
定
的
に
連
続

運
転
で
き
る
。
高
効
率
熱
源

の
応
用
や
循
環
サ
イ
ク
ル
除

湿
方
式
の
採
用
、
断
熱
技
術

の
融
合
な
ど
に
よ
り
、
新
し

い
食
品
乾
燥
機
を
開
発
し

た
。

　

長
野
県
須
坂
市
、
０
２

６
・
２
４
５
・
１
２
３
０

　　 ２０１４年 平成２６年 ４月１６日 水曜日 　　 （ ）


